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８
弘
「
霊
枢
」
に
見
え
る
「
針
」
字
と
「
鍼
」
字

『
素
問
」
と
並
ぶ
中
国
医
学
の
基
本
典
籍
で
あ
る
『
霊
枢
」
は
、

古
く
は
「
鍼
経
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
解
る
よ
う
に
、

特
に
鍼
灸
と
の
関
わ
り
が
深
い
。
と
こ
ろ
で
現
存
す
る
『
霊
枢
』

の
諸
版
本
を
通
覧
す
る
と
、
重
要
な
文
字
の
一
つ
で
あ
る
「
鍼
」

と
「
針
」
の
字
の
混
在
が
諸
篇
に
見
ら
れ
る
。

「
鍼
」
に
つ
い
て
『
説
文
』
で
は
「
縫
う
所
以
な
り
」
と
し
て

「
縫
い
針
」
を
指
す
が
、
こ
れ
と
並
ん
で
医
療
用
具
「
は
り
」
と

し
て
の
用
例
も
古
書
中
に
は
多
い
。
一
方
、
慧
琳
の
宣
切
経
音

義
」
に
「
鍼
は
俗
に
針
に
作
る
」
と
あ
る
通
り
、
「
針
」
は
「
鍼
」

と
正
俗
の
関
係
に
あ
り
、
古
字
書
へ
の
親
字
と
し
て
の
収
載
も
、

よ
う
や
く
北
宋
の
『
広
韻
」
『
集
韻
』
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
た

だ
し
、
こ
の
両
字
は
書
物
の
中
で
は
古
く
か
ら
混
用
さ
れ
て
い

る
。

現
行
『
霊
枢
」
に
お
け
る
混
在
は
、
古
書
中
に
見
ら
れ
る
単
純

堀
江
奨

な
混
用
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
の
検
討
は
、

「
霊
枢
」
の
編
集
に
か
か
わ
る
事
情
、
例
え
ば
本
書
の
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
的
構
造
や
編
集
時
期
と
い
っ
た
こ
と
の
解
明
に
資
す
る
だ
ろ

う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
一
度
は
検
討
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
明
刊
無
名
氏
本
『
霊
枢
』
を
底
本

に
、
経
文
と
篇
題
に
於
け
る
「
針
」
字
と
「
鍼
」
字
を
調
査
す
る

と
と
も
に
、
当
該
箇
所
を
諸
版
本
及
び
仁
和
寺
本
「
黄
帝
内
経
太

素
』
と
対
照
し
、
そ
の
所
出
状
況
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
た
。

使
用
版
本
は
次
の
通
り
。
①
元
・
古
林
書
堂
本
②
明
・
熊
宗
立

本
③
明
・
呉
悌
刊
本
④
明
・
趙
府
居
敬
堂
本
⑤
明
・
呉
勉

学
本
⑥
明
・
無
名
氏
本
（
底
本
）
⑦
明
・
周
日
刊
本
⑧

明
・
道
蔵
本
⑨
朝
鮮
活
字
本
⑩
明
・
倉
林
所
刊
本

明
刊
無
名
氏
本
『
霊
枢
」
の
経
文
並
び
に
篇
名
に
見
ら
れ
る

「
針
」
又
は
「
鍼
」
の
字
は
、
全
八
一
篇
中
三
四
篇
、
二
二
○
条

文
、
二
六
四
ヶ
所
で
、
こ
の
う
ち
「
針
」
は
二
六
○
ヶ
所
、
「
鍼
」

は
四
ヶ
所
（
第
三
八
篇
経
文
の
最
初
の
一
ヶ
所
、
第
六
七
篇
篇
名
と
、

経
文
の
最
初
の
二
ヶ
所
）
で
あ
っ
た
。
篇
名
に
「
針
」
又
は
「
鍼
」

の
字
が
見
え
る
も
の
は
五
篇
あ
る
が
、
第
六
七
篇
以
外
は
「
針
」
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が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
目
録
で
は
五
篇
と
も
、
①
⑩
は

「
針
」
に
、
④
⑤
は
「
鍼
」
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。

各
版
本
と
の
校
勘
で
は
、
前
記
版
本
の
④
は
目
録
・
経
文
と
も

「
鍼
」
の
字
で
統
一
さ
れ
、
⑤
は
第
三
八
篇
の
最
初
の
一
ヶ
所
と

第
六
七
篇
と
第
七
二
篇
、
並
び
に
第
七
八
篇
の
最
初
の
四
ヶ
所
で

「
鍼
」
が
使
用
さ
れ
、
底
本
で
は
第
六
七
篇
の
一
宇
は
「
針
」
に

作
る
が
、
他
の
諸
版
本
で
は
全
て
「
鍼
」
と
な
っ
て
い
る
、
な
ど

の
異
同
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
概
ね
大
き
な
差
異
は
見
ら
れ
ず
、

版
本
の
検
討
か
ら
は
、
『
霊
枢
』
の
「
針
」
と
「
鍼
」
の
字
の
混

在
の
意
味
を
見
い
だ
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

「
太
素
」
と
の
校
勘
で
は
、
「
霊
枢
』
の
経
文
中
に
見
え
る

「
針
」
又
は
「
鍼
」
二
五
九
字
（
篇
名
に
見
え
る
五
字
を
除
く
）
の

う
ち
の
二
四
○
字
に
つ
い
て
、
『
太
素
』
中
に
対
応
す
る
箇
所
が

存
在
し
た
。
こ
の
う
ち
「
針
」
は
一
二
八
ヶ
所
、
「
鍼
」
は
二

二
ヶ
所
で
あ
っ
た
。
『
霊
枢
』
の
経
文
で
「
鍼
」
に
作
っ
て
い
る

三
ヶ
所
は
、
『
太
素
』
で
は
難
読
の
一
ヶ
所
以
外
の
二
ヶ
所
は
い

ず
れ
も
「
針
」
に
作
っ
て
い
た
。
ま
た
、
『
霊
枢
」
の
「
針
」

「
鍼
」
字
を
含
む
三
四
篇
の
う
ち
二
九
篇
は
、
そ
の
ほ
ぼ
全
体
が

「
太
素
』
の
四
二
の
篇
と
対
応
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
「
霊
枢
』
の

経
文
を
「
太
素
』
の
篇
分
け
に
基
づ
い
て
区
切
る
こ
と
で
、
『
霊

枢
』
に
お
け
る
「
針
」
「
鍼
」
の
混
在
の
意
味
が
見
え
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
が
、
問
題
と
な
る
第
三
八
篇
と

第
六
七
篇
部
分
に
お
い
て
も
、
何
ら
か
の
特
徴
を
見
出
す
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
「
霊
枢
」
に
お
け
る
「
針
」
「
鍼
」
の
混
在

は
、
通
常
見
ら
れ
る
混
用
の
一
例
で
あ
り
、
書
物
の
編
集
事
情
な

ど
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お

『
素
問
』
や
『
太
素
』
と
比
し
て
「
霊
枢
」
で
「
針
」
の
文
字
を

使
う
例
が
格
段
に
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
祖
本
が
宋
代
に
成

立
し
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
「
針
」
「
鍼
」
に
近
い
用
義
を
持
つ

「
刺
」
の
字
が
「
霊
枢
』
中
に
約
三
○
○
ヶ
所
存
在
す
る
の
で
、

そ
れ
を
含
め
て
の
調
査
を
し
て
ゆ
き
た
い
。

（
日
本
鍼
灸
研
究
会
）


